
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
８
月

日
か
ら
９
月

29

日
ま
で
開
会
さ
れ
ま

20す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、

決
算
４
件
、
補
正
予
算
３

件
、
条
例

件
、
事
件
５

10

件
、
人
事
３
件
の
計

件
25

と
な
り
ま
す
。

平
成

年
度
９
月
補
正

29

予
算
で
は
、
一
般
会
計
で

億
４
７
４
万
円
追
加

11し
、
予
算
総
額
は
７
０
４

億
３
５
６
２
万
円
と
な
り

ま
す
。年

度
の
決
算
を
踏
ま

28
え
、
当
初
予
算
で
見
て
い

た
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

８
億
円
繰
り
入
れ
は
行
わ

ず
、
余
裕
資
金
を
減
債
基

金
に
３
億
円
、
公
共
施
設

整
備
基
金
に
７
億
円
の
計

億
円
を
積
立
て
ま
す
。

10
市
の
積
立
基
金
は
合
計

で
１
８
２
億
円
と
な
り
、

合
併
時

億
円
の
３
・

50

64

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
民
要
求
に
応
え
る
財

源
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

学
童
保
育
利
用
料
減

免
・
支
援
員
処
遇
改
善

放
課
後
児
童
対
策
事
業

１
８
５
７
万
円
は
国
で
定

め
る
委
託
料
が
増
額
さ
れ

た
も
の
で
、
同
（
留
守
家

庭
児
童
保
育
事
業
）
１
７

１
５
万
円
は
県
の
利
用
料

減
免
制
度
の
拡
充
及
び
支

援
員
の
処
遇
改
善
で
す
。

う
ち
①
多
子
世
帯
利
用

料
減
免
は
、
第
２
子
の
利

用
料
月
額
５
千
円
減
免
、

第
３
子
以
降
１
万
円
減
免

し
た
場
合
に
補
助
を
お
こ

な
う
も
の
（
同
時
利
用
で

所
得
制
限
あ
り
）。

②
保
護
・
準
保
護
世
帯

の
利
用
料
減
免
は
、
現
行

半
額
補
助
（
最
大
月
額
５

千
円
）
を
要
保
護
世
帯
に

最
大
月
額
１
万
円
、
準
要

保
護
世
帯
（
就
学
援
助
）

に
最
大
月
額
７
千
円
補

助
。さ

ら
に
、
③
放
課
後
児

童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ

処
遇
改
善
事
業
は
、
一
定

の
要
件
で
賃
金
改
善
し
た

場
合
に
、
１
人
月
額
最
大

で
１
万
円
か
ら
３
万
円
ま

で
補
助
し
ま
す
。

上
郷
保
育
園
の
通
園
バ

ス
更
新
に
１
６
０
万
円
補

助
し
ま
す
。

森
林
松
食
い
虫
の
防
除

委
託
料
を
４
５
０
０
万
円

増
額
し
ま
す
。

太
田
産
商(

株)

か
ら
創

業

周
年
を
記
念
し
て
寄

50
附
金
１
千
万
円
の
申
し
出

が
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
小
学
校
１
台
、
中
学

校
に
５
台
購
入
し
ま
す
。

国
保
剰
余
金
５
億
７
千

万
円
積
み
立
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
で
は
、
決
算
剰
余
金
か

ら
５
億
７
千
万
円
を
基
金

に
積
み
立
て
ま
す
。

国
保
の

年
度
決
算
で

28

は
、
単
年
度
収
支
が
過
去

最
大
の
６
億
６
６
７
１
万

円
の
黒
字
を
計
上
し
、
基

金
と
繰
越
金
を
合
わ
せ
９

億
７
千
万
円
の
財
源
保
留

額
を
抱
え
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
約
３
万
人

に
１
人
当
た
り
２
万
円
を

減
税
で
き
る
財
源
６
億
円

は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
で

は
決
算
剰
余
金
３
億
４
千

万
円
か
ら
２
億
円
を
基
金

に
積
み
立
て
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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平成29年度　補正予算一覧表（９月補正）

［　一　般　会　計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

2 1 3 財政課 各種基金積立金 1,000,000 1,000,000
減債基金積立金　　　　　300,000千円 

公共施設整備基金積立金　700,000千円

2 2 1 課税課 市県民税賦課事務 4,740 4,740地方税法改正に伴うシステム改修経費

3 1 4 国保年金課 国民年金事業 7,679 7,679 国民年金法改正等に伴うシステム改修経費

3 2 1 子育て推進課 放課後児童対策事業 18,571 12,380 6,191放課後児童対策事業委託料の増額

3 2 1 子育て推進課 17,151
放課後児童対策事業 

（留守家庭児童保育事業）
10,044 7,107

多子世帯利用料軽減及び放課後児童支援員キャリ

アアップ処遇改善事業に係る補助金

3 2 1 子育て推進課 民間保育所等への各種補助事業 1,600 1,600保育所の通園バス更新整備に係る補助金

6 2 2 農山漁村振興課 森林病害虫等防除事業 45,000 28,786 16,214
県の保全松林健全化整備事業の内示に伴う委託料
の増額

10 2 2 管理課 小学校教育活動予算配分事業 1,670 1,670 グランドピアノ購入経費（１台）

10 3 2 管理課 中小学校教育活動予算配分事業 8,330 8,330 グランドピアノ購入経費（５台）

1,104,741 58,889 0 10,000 1,035,852

［　国民健康保険特別会計（事業勘定）　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

8 1 1 国保年金課 国保保健指導事業 3,897 3,897 特定健康診査未受診者への受診勧奨等に係る経費

9 1 1 国保年金課 国民健康保険保険給付基金積立金 570,000 570,000 国民健康保険保険給付基金の積立金

573,897 3,897 0 0 570,000

［　介護保険特別会計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

5 1 1 長寿介護課 介護給付費準備基金積立金 200,000 200,000 介護給付費準備基金の積立金

7 1 2 長寿介護課 償還金 38,646 38,646 平成28年度国庫支出金の精算による返還金

238,646 0 0 0 238,646



日
、
大
荒
地
内
市
ご

17
み
最
終
処
分
場
を
考
え
る

市
民
の
会
に
よ
る
第
２
次

署
名
の
提
出
・
要
請
行
動

が
行
わ
れ
、
菅
井
巌
市
議

も
同
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
署
名
提
出
は
、

６
月
の
第
１
次
分
（
１
６

０
０
筆
）
提
出
後
に
集
め

ら
れ
た
４
４
３
筆
。

佐
藤
代
表
は
「
署
名
総

数
は
２
０
４
３
筆
。
上
郷

地
区
の
集
約
数
は
１
０
３

８
筆
で
、
地
区
住
民
の
46

％
、
地
区
有
権
者
の

・
52

４
％
に
相
当
す
る
。
有
権

者
の
半
数
が
建
設
計
画
に

反
対
の
意
思
表
示
を
し

た
。
こ
の
事
を
重
く
受
け

止
め
、
計
画
の
白
紙
撤
回

と
、
他
の
候
補
地
も
含
め

再
考
す
る
こ
と
を
求
め

る
。
地
元
の
了
解
も
な
い

ま
ま
現
地
調
査
・
作
業

を
始
め
て
い
る
こ
と
に

抗
議
し
、
即
刻
中
止
要

請
す
る
」
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。

市
民
部
長
は
、
「
前

回
の
署
名
提
出
・
要
請

に
つ
い
て
も
市
長
に
伝

え
、
担
当
課
と
し
て
も
情

報
の
共
有
を
し
て
い
る
。

候
補
地
の
選
定
、
事
業
経

過
は
こ
れ
ま
で
説
明
し
て

き
た
と
お
り
で
あ
り
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
回
答
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
市
長
・
副
市
長
か
ら
市

民
の
声
を
聞
い
て
も
ら
え

な
い
の
か
。
悔
し
い
」
と

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
調
査
に
つ
い

て
の
説
明
会
で
同
意
を
得

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の

か
」
と
の
問
い
に
、
市
は

「
地
権
者
か
ら
は
反
対
の

声
が
上
が
ら
な
か
っ
た
」

と
認
識
し
、
黙
し
て
語
ら

な
い
事
を
了
と
し
て
進
め

る
考
え
で
す
。

「
過
去
の
建
設
計
画
の

候
補
地
で
『
住
民
の
反
対

で
不
調
』と
な
っ
た
所
で
、

今
回
の
よ
う
な
行
動
が
あ

っ
た
か
」
の
問
い
に
、
市

は
「
過
去
の
資
料
が
無
く

分
か
ら
な
い
。
当
時
の
状

況
を
知
る
関
係
者
に
聞
い

て
調
べ
て
い
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

市
民
の
会
で
は
引
き
続

き
署
名
活
動
を
続
け
「
市

長
選
で
変
え
よ
う
」
と
決

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
県
議
会
で
は
初

め
て
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

放
課
後
デ
イ
は
、
県
内
に

事
業
所

83

あ
り
ま
す
が
、
医
療
的
ケ
ア
児
受
け
入

れ
が
確
認
で
き
た
の
は
鶴
岡
市
の

カ
1

所
の
み
。
訪
問
し
て
状
況
を
伺
い
、
国

の
制
度
が
貧
弱
な
た
め
、
職
員
に
も
子

ど
も
と
保
護
者
に
も
大
き
な
負
担
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

県
が
今
年
度
中
に
策
定
す
る
第
五
期

障
が
い
福
祉
計
画
の
中
に
医
療
的
ケ
ア

を
対
象
と
し
た
放
課
後
デ
イ
等
の
サ
ー

ビ
ス
も
盛
り
こ
み
整
備
を
進
め
る
こ
と

を
提
案
、
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。（
県
議

関

徹
）

▽

日
付
の
山
形
新
聞
の
一
面
ト
ッ
プ

21
で
、
全
国
の
保
育
所
で
の
「
医
療
的
ケ

ア
児
」
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
明
確
な
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
管
栄
養
（
鼻
か

ら
管
を
通
し
て
栄
養
を
入
れ
る
）
や
気

管
切
開
、
人
口
呼
吸
器
装
着
な
ど
の
医

療
行
為
を
日
常
的
に
必
要
と
す
る
子
ど

も
の
こ
と
で
、
厚
労
省
は
全
国
で
約
１

万
７
千
人
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
６
月
議
会
厚
生
環
境
常
任
委

員
会
で
、
放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
障
が
い
児
を
対
象
に
し
た
学
童
保
育
）

に
関
わ
っ
て
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
問
題

水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月21日入札分

・大口地内径150粍減圧弁新設、及び川代山地内
径100粍減圧弁更新工事（羽黒町大口地内、川代
山地内）（入札7業者）
(株)大山設備 13,700,000円（13,930,000円）

工期～12/26（落札率98.35％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・史跡松ケ岡開墾場（1番蚕室）保存修理工事（入
札10業者）
笠原建設工業(株) 14,600,000円（15,000,000円）

工期～11/24（落札率97.33％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・仙道向山線道路改良工事
中止

（
１
面
の
つ
づ
き
）

旧
町
村
の
公
民
館
す
べ

て
廃
止
に

条
例
で
は
、
櫛
引
公
民

館
を
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
変
更
し
、
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
鶴
岡

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

施
設
に
し
ま
す
。

社
会
教
育
法
に
も
と
づ

く
公
民
館
は
市
中
央
公
民

館
の
み
で
、
旧
町
村
か
ら

公
民
館
及
び
公
民
館
運
営

審
議
会
が
す
べ
て
廃
止
さ

れ
、
社
会
教
育
の
後
退
と

な
り
ま
す
。

財
産
の
取
得
で
は
、
災

害
対
応
特
殊
救
急
車
１
６

９
４
万
５
２
０
０
円
を
北

分
署
に
配
置
し
ま
す
。

中
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２

台
３
２
１
８
万
４
千
円

（
庄
交
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
を
藤
島
小
と
朝
日
小

に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
３
台

１
８
４
６
万
８
千
円
（
太

平
興
業
）
を
京
田
小
に
２

台
、
羽
黒
小
に
１
台
配
置

し
ま
す
。

フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
２
３
３
７
万

３
５
６
０
円
（
荘
内
音
楽

セ
ン
タ
ー
）
を
新
文
化
会

館
に
配
置
し
ま
す
。

「
学
校
給
食
無
償
化
」

求
め
る
請
願
７
日
審
査

請
願
で
は
、
「
学
校
給

食
費
無
償
化
に
関
す
る
請

願
」
が
、
庄
内
地
域
づ
く

り
と
子
育
て
・
文
化
協
同

の
会
（
大
高
全
洋
代
表
）

か
ら
提
出
さ
れ
、
９
月
７

日
の
市
民
文
教
常
任
委
員

会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

る
貧
困
格
差
に
注
目
し
、

独
自
に
貧
困
率
を
算
出
し

た
実
態
を
報
告
。

「
２
０
１
２
年
ま
で
の

年
間
で
、
貧
困
世
帯
数

20は
３
８
５
万
世
帯
（
全
世

帯
比
９
・
２
％
）
か
ら
９

８
６
万
世
帯
（
同

・
３

18

％
）
と
倍
増
、
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
世
帯
・
子
育
て
貧

困
世
帯
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
傾
向
が
示
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
い

地
域
で
は
親
の
労
働
条
件

の
悪
化
が
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
貧
困
を
な
く
す

た
め
に
は
、
非
正
規
労
働

者
の
活
用
制
限
、
最
低
賃

金
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
引

き
上
げ
、
そ
し
て
生
活
保

護
制
度
の
拡
充
・
最
低
保

障
年
金
制
度
の
創
設
な
ど

で
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
」
と

訴
え
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
関
係
団

体
と
と
も
に
党
市
議
団
も

参
加
し
ま
し
た
。

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
山

形
大
学
人
文
社
会
学
部
准

教
授
の
戸
室
健
作
氏
が
講

演
し
ま
し
た
。

戸
室
氏
は
、
深
刻
化
す

鶴
岡
田
川
地
域
社
保
協

（
高
橋
憲
志
会
長
）
に
よ

る
情
勢
学
習
会
が

日
、
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出
羽
荘
内
国
際
村
で
開
か

れ
、
「
現
在
の
貧
困
問
題


